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    第一章


    
      1キリスト・イエスの僕しもべたる我われら、パウロとテモテと、書ふみをピリピにをるキリスト・イエスに在ある凡すべての聖徒せいと、および監督かんとくたちと執事しつじたちとに贈おくる。 2願ねがはくは我われらの父ちちなる神かみおよび主しゅイエス・キリストより賜たまふ恩惠めぐみと平安へいあんと汝なんぢらに在あらんことを。
    


    
      3われ汝なんぢらを憶おもふごとに、我わが神かみに感謝かんしゃし、 4常つねに汝なんぢら衆すべてのために、願ねがひのつどつど喜よろこびて願ねがひをなす。 5是これなんぢら初はじめの日ひより今いまに至いたるまで、福音ふくいんを弘ひろむることに與あづかるが故ゆゑなり。 6我われは汝なんぢらの衷うちに善よき業わざを始はじめ給たまひし者ものの、キリスト・イエスの日ひまで之これを全まったうし給たまふべきことを確信かくしんす。 7わが斯かくも汝なんぢら衆すべてを思おもふは當然たうぜんの事ことなり、我わが縲絏なはめにある時ときにも、福音ふくいんを辯明べんめいして之これを堅かたうする時ときにも、汝なんぢらは皆みなわれと共ともに恩惠めぐみに與あづかるによりて、我わが心こころにあればなり。 8我われいかにキリスト・イエスの心こころをもて汝なんぢら衆すべてを戀こひ慕したふか、その證あかしをなし給たまふ者ものは神かみなり。 9我われは祈いのる、汝なんぢらの愛あい、知識ちしきともろもろの悟さとりとによりて彌いやが上うへにも増まし加くははり、 10善惡よしあしを辨わきまへ知しり、キリストの日ひに至いたるまで潔いさぎよくして躓つまづくことなく、 11イエス・キリストによる義ぎの果みを充みたして、神かみの榮光えいくわうと譽ほまれとを顯あらはさん事ことを。
    


    
      12兄弟きゃうだいよ、我われはわが身みにありし事ことの反かへつて福音ふくいんの進歩しんぽの助たすけとなりしを汝なんぢらが知しらんことを欲ほっするなり。 13即すなはち我わが縲絏なはめのキリストの爲ためなることは、近衞このゑの全營ぜんえいにも、他ほかの凡すべての人ひとにも顯あらはれ、 14かつ兄弟きゃうだいのうちの多おほくの者ものは、わが縲絏なはめによりて主しゅを信しんずる心こころを厚あつくし、懼おそるる事ことなく、ますます勇いさみて神かみの言ことばを語かたるに至いたれり。 15或ある者ものは嫉妬ねたみと分爭あらそひとによりてキリストを宣傳のべつたへ、あるものは善よき心こころによりて之これを宣傳のべつたふ。 16これは福音ふくいんを辯明べんめいするために我わが立たてられたることを知しり、愛あいによりてキリストを宣のべ、 17かれは我わが縲絏なはめに患難なやみを加くはへんと思おもひ、誠意せいいによらず、徒黨とたうによりて之これを宣のぶ。 18さらば如何いかん、外貌うはべにもあれ、眞まことにもあれ、孰いづれも宣のぶる所ところはキリストなれば、我われこれを喜よろこぶ、また之これを喜よろこばん。 19そは此このことの汝なんぢらの祈いのりとイエス・キリストの御靈みたまの賜物たまものとによりて、我わが救すくひとなるべきを知しればなり。 20これは我わが何事なにごとをも恥はぢずして、今いまも常つねのごとく聊いささかも臆おくすることなく、生いくるにも、死しぬるにも、我わが身みによりてキリストの崇あがめられ給たまはんことを切せつに願ねがひ、また望のぞむところに適かなへるなり。 21我われにとりて、生いくるはキリストなり、死しぬるもまた益えきなり。 22されど若もし肉體にくたいにて生いくる事ことわが勤勞はたらきの果みとなるならば、孰いづれを選えらぶべきか、我われこれを知しらず。 23我われはこの二ふたつの間あひだに介はさまれたり。わが願ねがひは世よを去さりてキリストと偕ともに居をらんことなり、これ遙はるかに勝まさるなり。 24されど我われなほ肉體にくたいに留とどまるは汝なんぢらの爲ために必要ひつえうなり。 25我われこれを確信かくしんする故ゆゑに、なほ存ながらへて汝なんぢらの信仰しんかうの進歩しんぽと喜悦よろこびとのために、汝なんぢ等らすべての者ものと偕ともに留とどまらんことを知しる。 26これは我わが再ふたたび汝なんぢらに到いたることにより、汝なんぢらキリスト・イエスに在ありて我われにかかはる誇ほこりを増まさん爲ためなり。 27汝なんぢ等らただキリストの福音ふくいんに相應ふさはしく日ひを過すごせ、さらば我わが往ゆきて汝なんぢらを見みるも、離はなれゐて汝なんぢらの事ことをきくも、汝なんぢらが靈れいを一ひとつにして堅かたく立たち、心こころを一ひとつにして福音ふくいんの信仰しんかうのために共ともに戰たたかひ、 28凡すべての事ことにおいて逆さからふ者ものに驚をどろかされぬを知しることを得えん。その驚をどろかされぬは、彼かれらには亡ほろびの兆しるし、なんぢらには救すくひの兆しるしにて、此これは神かみより出いづるなり。 29汝なんぢ等らはキリストのために啻ただに彼かれを信しんずる事ことのみならず、また彼かれのために苦くるしむ事ことをも賜たまはりたればなり。 30汝なんぢらが遭あふ戰鬪たたかひは、曩さきに我われの上うへに見みしところ、今いままた我われに就つきて聞きくところに同おなじ。
    

  


  


  
    第二章


    
      1この故ゆゑに若もしキリストによる勸すすめ、愛あいによる慰安なぐさめ、御靈みたまの交際まじはり、また憐憫あはれみと慈悲じひとあらば、 2なんぢら念おもひを同おなじうし、愛あいを同おなじうし、心こころを合あはせ、思おもふことを一ひとつにして、我わが喜悦よろこびを充みたしめよ。 3何事なにごとにまれ、徒黨とたうまた虚榮きょえいのためにすな、おのおの謙遜けんそんをもて互たがひに人ひとを己おのれに勝まされりとせよ。 4おのおの己おのが事ことのみを顧かへりみず、人ひとの事ことをも顧かへりみよ。 5汝なんぢらキリスト・イエスの心こころを心こころとせよ。 6即すなはち彼かれは神かみの貌かたちにて居給ゐたまひしが、神かみと等ひとしくある事ことを固かたく保たもたんとは思おもはず、 7反かへつて己おのれを空むなしうし、僕しもべの貌かたちをとりて人ひとの如ごとくなれり。 8既すでに人ひとの状さまにて現あらはれ、己おのれを卑ひくうして死しに至いたるまで、十字架じふじかの死しに至いたるまで順したがひ給たまへり。 9この故ゆゑに神かみは彼かれを高たかく上あげて、之これに諸般もろもろの名なにまさる名なを賜たまひたり。 10これ天てんに在あるもの、地ちに在あるもの、地ちの下したにあるもの、悉ことごとくイエスの名なによりて膝ひざを屈かがめ、 11且かつもろもろの舌したの『イエス・キリストは主しゅなり』と言いひあらはして、榮光えいくわうを父ちちなる神かみに歸きせん爲ためなり。
    


    
      12されば我わが愛あいする者ものよ、なんぢら常つねに服したがひしごとく、我わが居をる時ときのみならず、我わが居をらぬ今いまもますます服したがひ、畏おそれ戰おののきて己おのが救すくひを全まったうせよ。 13神かみは御意みこころを成なさんために汝なんぢらの衷うちにはたらき、汝なんぢ等らをして志望こころざしをたて、業わざを行おこなはしめ給たまへばなり。 14なんぢら呟つぶやかず疑うたがはずして、凡すべての事ことをおこなへ。 15是これなんぢら責せむべき所ところなく素直すなほにして、此この曲まがれる邪惡よこしまなる時代じだいに在ありて神かみの瑕きずなき子ことならん爲ためなり。汝なんぢらは生命いのちの言ことばを保たもちて、世よの光ひかりのごとく此この時代じだいに輝かがやく。 16かくて我わが走はしりしところ勞らうせしところ空むなしからず、キリストの日ひにわれ誇ほこることを得えん。 17さらば汝なんぢらの信仰しんかうの供物そなへものと祭まつりとに加くはへて、我わが血ちを灌そそぐとも我われは喜よろこばん、なんぢら衆すべてと共ともに喜よろこばん。 18かく汝なんぢ等らもよろこべ、我われとともに喜よろこべ。
    


    
      19われ汝なんぢらの事ことを知しりて慰安なぐさめを得えんとて、速すみやかにテモテを汝なんぢらに遣つかはさんことを主しゅイエスに頼よりて望のぞむ。 20そは彼かれのほかに我われと同おなじ心こころをもて眞實しんじつに汝なんぢらのことを慮おもんぱかる者ものなければなり。 21人ひとは皆みなイエス・キリストの事ことを求もとめず、唯ただおのれの事ことのみを求もとむ。 22されどテモテの錬達れんたつなるは汝なんぢらの知しる所ところなり、即すなはち子この父ちちに於おける如ごとく我われとともに福音ふくいんのために勤つとめたり。 23この故ゆゑに我われわが身みの成行なりゆきを見みば、直ただちに彼かれを遣つかはさんことを望のぞむ。 24我われもまた速すみやかに往ゆくべきを主しゅによりて確信かくしんす。 25されど今いまは先まづわれと共ともに働はたらき共ともに戰たたかひし兄弟きゃうだい、すなはち汝なんぢらの使つかひとして我わが窮乏ともしきを補おぎなひしエパフロデトを、汝なんぢらに遣つかはすを必要ひつえうのことと思おもふ。 26彼かれは汝なんぢ等らすべての者ものを戀こひしたひ、又またおのが病やみたることの汝なんぢらに聞きこえしを以もって悲かなしみ居をるに因よりてなり。 27彼かれは實じつに病やまひにかかりて死しぬばかりなりしが、神かみは彼かれを憐あはれみたまへり、啻ただに彼かれのみならず、我われをも憐あはれみ、憂うれひに憂うれひを重かさねしめ給たまはざりき。 28この故ゆゑに急いそぎて彼かれを遣つかはす、なんぢらが再ふたたび彼かれを見みて喜よろこばん爲ためなり。又またわが憂うれひを少すくなうせん爲ためなり。 29されば汝なんぢら主しゅにありて歡喜よろこびを盡つくして彼かれを迎むかへ、かつ斯かくのごとき人ひとを尊たふとべ。 30彼かれは汝なんぢらが我われを助たすくるに當あたり、汝なんぢらの居をらぬを補おぎなはんとて、己おのが生命いのちを賭かけ、キリストの事業じげふのために死しぬばかりになりたればなり。
    

  


  


  
    第三章


    
      1終をはりに言いはん、我わが兄弟きゃうだいよ、なんぢら主しゅに在ありて喜よろこべ。なんぢらに同おなじことを書かきおくるは、我われに煩わづらはしきことなく、汝なんぢ等らには安然あんぜんなり。
    


    
      2なんぢら犬いぬに心こころせよ、惡あしき勞動人はたらきびとに心こころせよ、肉にくの割禮かつれいある者ものに心こころせよ。 3神かみの御靈みたまによりて禮拜れいはいをなし、キリスト・イエスによりて誇ほこり、肉にくを恃たのまぬ我われらは眞まことの割禮かつれいある者ものなり。 4されど我われは肉にくにも恃たのみむことを得うるなり。もし他ほかの人ひと、肉にくに恃たのみむところありと思おもはば、我われは更さらに恃たのみむ所ところあり。 5我われは八日やうかめに割禮かつれいを受うけたる者ものにして、イスラエルの血統ちすぢ、ベニヤミンの族やから、ヘブル人びとより出いでたるヘブル人びとなり。律法おきてに就つきてはパリサイ人びと、 6熱心ねっしんにつきては教會けうくわいを迫害はくがいしたるもの、律法おきてによれる義ぎに就つきては責せむべき所ところなかりし者ものなり。 7されど曩さきに我わが益えきたりし事ことはキリストのために損そんと思おもふに至いたれり。 8然しかり、我われはわが主しゅキリスト・イエスを知しることの優すぐれたるために、凡すべての物ものを損そんなりと思おもひ、彼かれのために既すでに凡すべての物ものを損そんせしが、之これを塵芥あくたのごとく思おもふ。 9これキリストを獲え、かつ律法おきてによる己おのが義ぎならで、唯ただキリストを信しんずる信仰しんかうによる義ぎ、すなはち信仰しんかうに基もとづきて神かみより賜たまはる義ぎを保たもち、キリストに在あるを認みとめられ、 10キリストとその復活よみがへりの力ちからとを知しり、又またその死しに效ならひて彼かれの苦難くるしみにあづかり、 11如何いかにもして死人しにんの中うちより甦よみがへることを得えんが爲ためなり。 12われ既すでに取とれり、既すでに全まったうせられたりと言いふにあらず、唯ただこれを捉とらへんとて追おひ求もとむ。キリストは之これを得えさせんとて我われを捉とらへたまへり。 13兄弟きゃうだいよ、われは既すでに捉とらへたりと思おもはず、唯ただこの一事いちじを務つとむ、即すなはち後うしろのものを忘わすれ、前まへのものに向むかひて勵はげみ、 14標準めあてを指さして進すすみ、神かみのキリスト・イエスに由よりて上うへに召めしたまふ召めしにかかはる褒美はうびを得えんとて之これを追おひ求もとむ。 15されば我等われらのうち成人せいじんしたる者ものは、みな斯かくのごとき思おもひを懷いだくべし、汝なんぢ等らもし何事なにごとにても異ことなる思おもひを懷いだき居をらば、神かみこれをも示しめし給たまはん。 16ただ我等われらはその至いたれる所ところに隨したがひて歩あゆむべし。
    


    
      17兄弟きゃうだいよ、なんぢら諸共もろともに我われに效ならふものとなれ、且かつなんぢらの模範もはんとなる我われらに循したがひて歩あゆむものを視みよ。 18そは我われしばしば汝なんぢらに告つげ、今いままた涙なみだを流ながして告つぐる如ごとく、キリストの十字架じふじかに敵てきして歩あゆむ者ものおほければなり。 19彼かれらの終をはりは滅亡ほろびなり。おのが腹はらを神かみとなし、己おのが恥はぢを光榮くわうえいとなし、ただ地ちの事ことのみを念おもふ。 20されど我われらの國籍こくせきは天てんに在あり、我われらは主しゅイエス・キリストの救主すくひぬしとして其その處ところより來きたりたまふを待まつ。 21彼かれは萬物ばんもつを己おのれに服したがはせ得うる能力ちからによりて、我われらの卑いやしき状さまの體からだを化かへて、己おのが榮光えいくわうの體からだに象かたどらせ給たまはん。
    

  


  


  
    第四章


    
      1この故ゆゑに我わが愛あいするところ慕したふところの兄弟きゃうだい、われの喜悦よろこびわれの冠冕かんむりたる愛あいする者ものよ、斯かくのごとく主しゅにありて堅かたく立たて。
    


    
      2我われユウオデヤに勸すすめスントケに勸すすむ、主しゅにありて心こころを同おなじうせんことを。 3また眞實しんじつに我われと軛くびきを共ともにする者ものよ、なんぢに求もとむ。この二人ふたりの女をんなを助たすけよ。彼かれらはクレメンス其そのほか生命いのちの書ふみに名なを録しるされたる我わが同勞者どうらうしゃと同おなじく、福音ふくいんのために我われとともに勤つとめたり。
    


    
      4汝なんぢら常つねに主しゅにありて喜よろこべ、我われまた言いふ、なんぢら喜よろこべ。 5凡すべての人ひとに汝なんぢらの寛容くわんようを知しらしめよ、主しゅは近ちかし。 6何事なにごとをも思おもひ煩わづらふな、ただ事ことごとに祈いのりをなし、願ねがひをなし、感謝かんしゃして汝なんぢらの求もとめを神かみに告つげよ。 7さらば凡すべて人ひとの思おもひにすぐる神かみの平安へいあんは、汝なんぢらの心こころと思おもひとをキリスト・イエスによりて守まもらん。
    


    
      8終をはりに言いはん、兄弟きゃうだいよ、凡おほよそ眞まことなること、凡おほよそ尊たふとぶべきこと、凡おほよそ正ただしきこと、凡おほよそ潔いさぎよきこと、凡おほよそ愛あいすべきこと、凡おほよそ令聞よききこえあること、如何いかなる徳とくいかなる譽ほまれにても、汝なんぢ等らこれを念おもへ。 9なんぢら我われに學まなびしところ、受うけしところ、聞ききしところ、見みし所ところを皆みなおこなへ、さらば平和へいわの神かみなんぢらと偕ともに在いまさん。
    


    
      10汝なんぢらが我われを思おもふ心こころの今いままた萠きざしたるを、われ主しゅにありて甚いたく喜よろこぶ。汝なんぢらは固もとより我われを思おもひゐたるなれど、機をりを得えざりしなり。 11われ窮乏ともしきによりて之これを言いふにあらず、我われは如何いかなる状さまに居をるとも、足たることを學まなびたればなり。 12我われは卑賤いやしきにをる道みちを知しり、富とみにをる道みちを知しる。また飽あくことにも、飢ううることにも、富とむことにも、乏ともしき事ことにも、一切いっさいの秘訣ひけつを得えたり。 13我われを強つよくし給たまふ者ものによりて、凡すべての事ことをなし得うるなり。 14されど汝なんぢらが我わが患難なやみに與あづかりしは善よき事ことなり。 15ピリピ人ひとよ、汝なんぢらも知しる、わが汝なんぢらに福音ふくいんを傳つたふる始はじめ、マケドニヤを離はなれ去さるとき、授受やりとりして我わが事ことに與あづかりしは、汝なんぢ等らのみにして、他ほかの教會けうくわいには無なかりき。 16汝なんぢらは我わがテサロニケに居をりし時ときに、一度いちどならず二度にどまでも我わが窮乏ともしきに物もの贈おくれり。 17これ贈物おくりものを求もとむるにあらず、唯ただなんぢらの益えきとなる實みの繁しげからんことを求もとむるなり。 18我われには凡すべての物ものそなはりて餘あまりあり、既すでにエパフロデトより汝なんぢらの贈物おくりものを受うけたれば、飽あき足たれり。これは馨かうばしき香にほひにして神かみの享うけ給たまふところ、喜よろこびたまふ所ところの供物そなへものなり。 19かくてわが神かみは己おのれの富とみに隨したがひ、キリスト・イエスによりて汝なんぢらの凡すべての窮乏ともしきを榮光えいくわうのうちに補おぎなひ給たまはん。 20願ねがはくは榮光えいくわう世々よよ限かぎりなく、我われらの父ちちなる神かみにあれ、アァメン。
    


    
      21汝なんぢらキリスト・イエスに在ありて聖徒せいとおのおのに安否あんぴを問とへ、我われと偕ともにある兄弟きゃうだいたち汝なんぢらに安否あんぴを問とふ。 22凡すべての聖徒せいと、殊ことにカイザルの家いへのもの、汝なんぢらに安否あんぴを問とふ。
    


    
      23願ねがはくは主しゅイエス・キリストの恩惠めぐみ、なんぢらの靈れいと偕ともに在あらんことを。
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